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平成20年６月２日
原子力安全対策課
( ２ ０ － １ ３ )
＜11時記者発表＞

大飯発電所１号機の第２２回定期検査開始について

このことについて、関西電力株式会社から下記のとおり連絡を受けた。

記

大飯発電所１号機（加圧水型軽水炉；定格電気出力117.5万kW）は、

平成20年６月４日から約３カ月の予定で第２２回定期検査を実施する。

定期検査を実施する主な設備は次のとおりである。

(1) 原子炉本体

(2) 原子炉冷却系統設備

(3) 計測制御系統設備

(4) 燃料設備

(5) 放射線管理設備

(6) 廃棄設備

(7) 原子炉格納施設

(8) 非常用予備発電装置

(9) 蒸気タ－ビン

問い合わせ先(担当：藤内)

内線2354・直通0776(20)0314
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１ 主要工事等

（図－１参照）(1) 耐震裕度向上工事

既設設備の耐震性を一層向上させるため、余熱除去系統や格納容器ス

プレイ系統などの配管や格納容器排気系統やアニュラス浄化系統などの

ダクト、動力変圧器、伝送器の支持構造物を強化する。

（図－２参照）(2) ２次系熱交換器取替工事

２次系水質向上対策として、蒸気発生器への不純物持ち込み低減を図

るため、第１および第２低圧給水加熱器の伝熱管を銅合金製からステン

レス製に取り替える。

（図－３参照）(3) 原子炉冷却系統設備小口径配管他取替工事

国外ＰＷＲプラントにおける応力腐食割れ事象を踏まえ、高温環境で

溶存酸素濃度が高い可能性のある１次系統の閉塞部について、溶接部を

計画的に応力集中が小さい形状に変更しており、今定期検査では化学体

積制御系統の配管１箇所について溶接形状を変更する。

２ 設備の保全対策

（図－４参照)(1) ２次系配管の点検等

美浜発電所３号機事故を踏まえ、２次系配管 1,576 箇所について超音

波検査（肉厚測定）等を実施する。

（超音波検査 1,522箇所、内面目視点検 54箇所）

また、過去の点検で減肉が確認された部位21箇所、配管取替え時の作

業性を考慮した部位11箇所、今後の保守作業を考慮した部位165箇所、合

計197箇所を耐食性に優れたステンレス鋼もしくは低合金鋼の配管に取り

替える。

３ 燃料取替計画

燃料集合体全数 193 体のうち、76 体（うち60体は新燃料集合体で、

55,000MWd/t高燃焼度燃料）を取り替える予定である。

４ 運転再開予定

原子炉起動・臨界 ： 平成20年８月上旬

発電再開（調整運転開始） ： 平成20年８月上旬

定期検査終了（営業運転再開）： 平成20年８月下旬



図－１　耐震裕度向上工事

　

工事概要

化学体積制御系統
配管の支持部の強化例（イメージ）
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　図－２　　２次系熱交換器取替工事

　
工事概要
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　　２次系の水質向上対策として、蒸気発生器への不純物持ち込み低減を図るため、
第１および第２低圧給水加熱器の伝熱管を銅合金製からステンレス製に取り替える。
　

　

概略系統図

取替前 取替後 取替前 取替後

伝熱管材料 銅合金 ｽﾃﾝﾚｽ 銅合金 ｽﾃﾝﾚｽ

伝熱管本数 840 1,230 840 1,243

外観長さ 約１８ｍ 約１８ｍ 約１３ｍ 約１３ｍ

外観直径 約　２ｍ 約　２ｍ 約　２ｍ 約　２ｍ

第１低圧給水加熱器 第２低圧給水加熱器



工事概要

図－３　原子炉冷却系統設備小口径配管他取替工事

取替概要図

溶接式継手の溶接方法の変更例(概略図)

（変更前）

弁

（変更後）ソケット溶接

溶接箇所

突合せ溶接
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弁
 ＊　 ：取替弁

：取替範囲

 　　 ：酸素型応力腐食割れの可能性が高い
　　　 と考えられる部位

【説明】

　国外ＰＷＲプラントにおける応力腐食割れ事象を踏まえ、高温環境で溶存酸素濃度が高い可
能性のある１次系統の閉塞部について、溶接部を計画的に応力集中が小さい形状に変更して
おり、今定期検査では化学体積制御系統の配管１箇所について溶接形状を変更する。
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図－４　２次系配管の点検等

今定期検査において、合計１，５７６箇所について超音波検査（肉厚測定）等を実施する。
　　＜超音波検査（肉厚測定）：１，５２２箇所、内面目視点検：５４箇所＞

点検概要

○２次系配管肉厚の管理指針に基づく超音波検査（肉厚測定）部位

過去の点検において減肉が確認された部位２１箇所、配管取替え時の作業性を考慮した部位１１箇
所、今後の保守作業を考慮した部位１６５箇所、合計１９７箇所を耐食性に優れたステンレス鋼もしく
は低合金鋼の配管に取り替える。

取替概要

【取替理由】

○２次系配管肉厚の管理指針に基づく内面目視点検
　　　高圧排気管の直管部５４箇所について、配管内面から目視点検を実施する。
　　　その結果、配管内面に減肉が認められれば、超音波検査（肉厚測定）を実施する。

※：日本機械学会が制定した「配管減肉管理に関する技術規格」などを踏まえて平成１９年３月２２日に改正した
　　「２次系配管肉厚の管理指針」に基づき、点検未実施部位８１箇所が追加となった。
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①余寿命10年未満で減肉が確認されたため
   取り替える。（１９箇所）
 
    炭素鋼 ⇒ ステンレス鋼   17箇所
    炭素鋼 ⇒ 低合金鋼   　　　 2箇所

②余寿命10年以上であるが減肉が確認されたため
   取り替える。（２箇所）
 
     炭素鋼 ⇒ ステンレス鋼    2箇所

③ 配管取替による作業性を考慮して取り替える。
   （１１箇所）

     炭素鋼 ⇒ ステンレス鋼  　 10箇所
     炭素鋼 ⇒ 低合金鋼    　　　　1箇所

④ 配管の保守性を考慮して取り替える。
    （１６５箇所）
 
     炭素鋼 ⇒ ステンレス鋼 　  34箇所
     炭素鋼 ⇒ 低合金鋼  　　　131箇所
 
                                (合計  197箇所)

 

主要点検部位 1,571 81 767 0

その他部位 2,166 0 755 0

合計 3,737 81 1,522 0

「２次系配管肉厚の管理
指針」の点検対象部位

今回定期検査
開始時点での
未点検部位

今回点検実施部位
今回点検実施後
の未点検部位



  

別 紙 

 

 

大飯発電所１号機 第２２回定期検査の作業工程 
 

平成２０年６月４日から約３ヶ月の予定であり、以下の作業工程にて実施します。   

                    

                              （平成２０年６月２日現在） 

平成２０年７月平成２０年６月 平成２０年８月

主

要

工

程

出力上昇試験

解列（６月４日）

２次系配管点検および取替

１次系弁・ポンプ点検

並列（８月上旬の予定）

起動前弁点検

１次冷却材系統漏えい検査

起動試験

原子炉容器組立

燃料装荷燃料取出

１次冷却材系統降温

総合負荷性能検査（８月下旬の予定）

原子炉容器開放

起動試験

：　主要作業予定

：その他作業予定

 
 
（参考）高経年化対策として実施する作業 

 

大飯発電所１号機は、平成21年に運転開始後30年を迎えることから、高経年化技術評価の結果に基づ

き、今定期検査より高経年化対策を実施する。 

 

○２次系配管点検 

  ２次系配管については、運転開始後30年を迎える前の定期検査から３定検以内に点検対象部位全

数を点検することとしており、今定期検査では1,576箇所の点検を実施する。（保安院が示す余寿

命評価方法で、配管曲がり部などの１回点検箇所について余寿命評価し、５年未満となった14箇所

を含む） 

 

○２次系配管支持構造物追設工事 

  ２次系配管の耐震性については、高経年化技術評価で問題のないことを確認しているが、耐震性

を一層向上させるため、今定期検査において第３抽気系統やグランド蒸気系統などに支持構造物を

追設する。                                  


